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艦
を
二
十
五
～
二
十
三
ノ
ッ
ト
の
艦
が
護
れ
る
も
の
か
？ 

と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。 

米
国
産 

「
第
一
〇
二
号
哨
戒
艇
」 

神
奈
川
県 

 

宮 

川 
 
 

績 
 

 

  

戦
後
満
六
十
年
、
な
ぜ
か
先
の
大
戦
で
の
体
験
が
次
々

と
不
思
議
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

青
春
を
故
国
存
亡
の
戦
い
に
捧
げ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

わ
ず
か
八
カ
月
の
海
軍
召
集
で
あ
っ
た
が
、
乗
船
し
た
船

は
、
「
第
一
〇
二
号
哨
戒
艇
」
、
駆
逐
艦
「
初
梅
」
、
駆
逐
艦

「
潮
」
、
そ
し
て
最
後
は
「
第
一
雲
洋
丸
」
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
、
東
京
高
等
商
船

学
校
機
関
科
を
卒
業
、
南
洋
海
運
㈱
に
入
社
し
た
が
、
直

ち
に
海
軍
に
充
員
召
集
さ
れ
、
翌
二
十
年
一
月
六
日
付
で

少
尉
に
任
官
し
、
横
須
賀
海
軍
工
機
学
校
に
て
約
一
カ
月

間
、
海
軍
士
官
と
し
て
の
教
育
を
受
け
た
。 

 

当
時
は
、
現
役
・
召
集
を
問
わ
ず
、
兵
隊
に
行
く
と
き

は
、
必
ず
町
民
が
駅
ま
で
送
り
、
「
バ
ン
ザ
イ
・
バ
ン
ザ
イ
」

と
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
出
征
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
の

行
く
先
は
横
須
賀
で
あ
っ
た
の
で
、
ひ
そ
か
に
出
征
し
よ
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う
と
し
た
が
、
町
の
女
子
青
年
団
の
幹
部
が
「
績
さ
ん
、

座
間
で
海
軍
将
校
は
初
め
て
で
す
。
皆
さ
ん
が
ぜ
ひ
送
り

た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
の
で
送
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
再
三

言
わ
れ
た
の
で
気
持
ち
よ
く
お
受
け
し
た
。
町
の
鎮
守
様

「
鈴
鹿
明
神
社
」
の
神
殿
に
武
運
長
久
と
戦
勝
祈
願
を
し
、

「
祝
出
征
・
海
軍
少
尉
宮
川
績
」
の
の
ぼ
り
を
先
頭
に
、

小
田
急
線
座
間
駅
ま
で
の
一
キ
ロ
を
行
進
し
た
。 

 

工
機
学
校
で
一
カ
月
の
士
官
教
育
を
受
け
た
後
「
貴
殿

は
呉
に
て
第
一
〇
二
号
哨
戒
艇
に
乗
船
せ
よ
」
の
辞
令
を

受
け
た
。
哨
戒
艇
と
聞
い
た
時
「
あ
あ
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
」

と
思
っ
た
。
当
時
海
軍
は
、
兵
学
校
・
機
関
学
校
出
身
者

は
戦
艦
、
巡
洋
艦
な
ど
大
型
艦
船
に
乗
る
の
に
対
し
、
商

船
学
校
出
の
予
備
士
官
の
多
く
は
海
防
艦
、
哨
戒
艇
、
駆

潜
艇
等
の
小
艦
艇
に
乗
せ
ら
れ
た
。 

 

「
一
〇
二
号
哨
戒
艇
」
は
、
緒
戦
の
ス
ラ
バ
ヤ
沖
海
戦

で
、
昭
和
十
七
年
二
月
、
日
本
軍
が
蘭
領
印
度
支
那
を
制

圧
し
た
と
き
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
ド
ッ
ク
で
修
理
中
の
ア
メ
リ

カ
駆
逐
艦
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
」
を
捕
獲
、
日
本
名
を
「
第

一
〇
二
号
哨
戒
艇
」
と
命
名
し
、
ジ
ャ
ワ
に
根
拠
地
を
置

く
第
二
南
遣
艦
隊
に
所
属
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
船
は
、
第
一
次
大
戦
の
末
期
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
が

急
造
し
た
四
本
煙
突
の
駆
逐
艦
二
百
五
十
隻
の
中
の
主
席

艦
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
三
月
、
ブ
ラ
ウ
エ
ア
河
畔
で

の
進
水
式
で
有
名
な
チ
ヤ
ー
レ
ス
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
提
督

の
孫
娘
が
船
首
に
シ
ャ
ン
パ
ン
の
ビ
ン
を
投
げ
つ
け
て

「
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
」
と
命
名
さ
れ
た
由
緒
正
し
い
出
生
で

あ
る
。 

 

生
ま
れ
た
と
き
は
煙
突
が
四
本
で
あ
っ
た
が
、
日
本
軍

が
捕
獲
し
た
後
、
一
、
二
番
を
一
緒
に
し
て
三
本
煙
突
に

改
造
し
た
。
こ
れ
は
米
海
軍
を
悩
ま
せ
た
ら
し
い
。
こ
の

艦
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
数
奇
な
運

命
―
米
国
・
日
本
そ
し
て
再
び
米
国
籍
へ
帰
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
日
本
国
籍
で
あ
っ
た
二
年
余
り
の
間
に
、
有
名

艦
二
隻
を
含
む
八
隻
の
米
潜
水
艦
を
撃
沈
、
グ
ラ
マ
ン
一

機
を
撃
墜
す
る
と
い
う
輝
か
し
い
戦
果
を
あ
げ
た
こ
と
に

よ
る
。 

 

私
は
二
月
十
二
日
「
一
〇
二
哨
」
に
着
任
し
た
。
船
は
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呉
海
軍
工
廠
の
第
四
号
ド
ッ
ク
に
入
渠
中
で
、
ボ
イ
ラ
ー

の
煙
管
換
装
、
探
信
儀
取
替
え
ほ
か
大
修
理
中
で
あ
っ
た
。

初
め
て
の
艦
船
着
任
、
非
常
に
心
細
か
っ
た
が
、
艦
長
は

先
輩
、
ほ
か
全
員
予
備
士
官
で
あ
っ
た
の
で
気
が
楽
で
あ

っ
た
。 

 

呉
で
の
修
理
停
泊
一
カ
月
間
は
、
商
船
学
校
の
呉
実
習

時
、
お
世
話
に
な
っ
た
久
安
さ
ん
の
家
に
よ
く
遊
び
に
行

っ
た
。
あ
る
日
、
熱
烈
な
愛
国
心
の
強
い
下
野
さ
ん
と
い

う
人
を
紹
介
さ
れ
た
。
強
靱
な
る
精
神
と
強
固
な
肉
体
で

な
け
れ
ば
立
派
な
指
揮
官
に
な
れ
な
い
。み

そ
ぎ

禊
を
し
な
さ
い

と
言
わ
れ
、
ふ
ん
ど
し
一
つ
に
な
っ
て
何
回
も
何
回
も
冷

水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
一
振
り
の
「
備
前
長
船

祐
定
」
の
名
刀
を
頂
戴
し
た
。
早
速
軍
刀
に
仕
込
も
う
と

思
っ
た
が
、
短
い
の
で
断
念
し
、
紫
の

ふ
く袱
さ紗

に
く
る
み
、

以
来
私
の
赴
任
す
る
と
こ
ろ
必
ず
共
に
行
動
し
、
最
後
ま

で
運
命
を
共
に
し
た
の
で
あ
る
。 

 

艦
長
以
下
「
一
〇
二
号
哨
戒
艇
」
の
乗
組
み
士
官
は
八

人
、
連
日
連
夜
、
黒
マ
ン
ト
の
中
に
一
升
ビ
ン
を
忍
ば
せ

て
、
海
軍
工
廠
守
衛
の
「
捧
げ
銃
」
に
軽
く
答
礼
し
、
呉

の
料
亭
「
グ
リ
ー
ン
」
や
「
ロ
ッ
ク
」
等
に
繰
り
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
着
任
前
、
海
軍
は
よ
く
飲
み
、
よ
く
遊
ぶ

と
は
聞
い
て
い
た
が
、
こ
ん
な
に
豪
勢
と
は
想
像
も
し
な

か
っ
た
。 

 

三
月
十
三
日
呉
出
港
、
同
日
門
司
に
入
港
し
た
。
当
時

門
司
港
一
帯
は
、
敵
の
機
銃
掃
射
を
防
ぐ
た
め
何
十
も
の

阻
塞
気
球
が
揚
が
っ
て
お
り
、
ま
た
ど
う
い
う
わ
け
か
外

出
す
る
士
官
は
短
剣
に
代
え
て
日
本
刀
を
吊
る
よ
う
に
と

の
、
お
達
し
が
出
て
い
た
。 

 

三
月
十
八
日
、
我
々
海
軍
士
官
に
と
っ
て
憧
れ
の
港
で

あ
る
佐
世
保
軍
港
に
入
港
し
た
。
佐
世
保
に
は
海
軍
士
官

行
き
つ
け
の
「
萬
松
楼
」
と
特
務
士
官
の
「
清
流
」
の
二

つ
の
料
亭
が
あ
っ
た
。
萬
松
楼
は
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る

料
亭
で
、
日
本
の
四
大
軍
港
、
舞
鶴
・
横
須
賀
・
呉
・
佐

世
保
の
中
で
も
最
も
有
名
で
、
海
軍
士
官
と
し
て
一
度
は

遊
ん
で
み
た
い
料
亭
で
あ
っ
た
。 

 
艇
長
水
谷
大
尉
（
後
に
少
佐
）
は
識
見
・
技
量
と
も
抜

群
の
提
督
で
、
豪
放
磊
落
、
士
官
は
勿
論
の
こ
と
下
士
官

以
下
一
兵
卒
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
信
頼
は
厚
く
、
艇
長

297 

の
た
め
な
ら
い
つ
死
ん
で
も
い
い
と
い
う
ほ
ど
尊
敬
さ
れ

て
い
た
。
夕
暮
れ
と
も
な
る
と
、「
さ
あ
、
行
く
ぞ
」
と
艇

長
の
号
令
一
下
、
黒
マ
ン
ト
な
ら
ぬ
革
鞄
に
一
升
ビ
ン
を

忍
ば
せ
、
呉
と
同
じ
く
守
衛
に
軽
く
答
礼
し
、
満
開
の
桜

並
木
の
山
道
を
登
り
、
萬
松
楼
に
毎
晩
通
っ
た
も
の
で
あ

る
。 

 

あ
る
日
、
廊
下
を
歩
い
て
い
た
ら
前
方
か
ら
小
さ
な
中

尉
と
出
会
っ
た
。
こ
ち
ら
は
少
尉
、
思
わ
ず
ハ
ッ
と
敬
礼

し
た
。
お
互
い
け
げ
ん
な
顔
、
ど
こ
か
で
見
た
顔
、
そ
う

だ
厚
木
中
学
の
同
級
生
、
山
田
富
三
君
で
は
な
い
か
「
や

あ
ー
、
宮
川
」
「
や
あ
ー
、
山
田
」
肩
を
抱
き
合
っ
て
喜
ん

だ
。
正
に
奇
跡
で
あ
る
。
彼
は
中
学
五
年
の
現
役
で
海
軍

兵
学
校
（
第
七
十
二
期
）
に
入
っ
た
秀
才
で
あ
っ
た
。
彼

曰
く
、
「
今
、
潜
水
艦
ロ
号
に
乗
っ
て
お
り
、
近
々
出
撃
だ
。

お
互
い
に
国
の
た
め
頑
張
ろ
う
」
と
固
い
握
手
を
し
、
再

会
を
誓
っ
て
別
れ
た
が
、
そ
の
後
沖
縄
方
面
に
出
撃
、
帰

ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

い
よ
い
よ
出
撃
だ
。
商
船
学
校
の
修
業
年
限
は
五
年
半
、

内
一
年
は
ア
プ
レ
ン
テ
ス
と
称
し
て
汽
船
実
習
が
あ
っ
た

が
、
我
々
の
時
は
戦
争
に
突
入
し
た
た
め
廃
止
、
従
っ
て

機
関
操
作
に
は
非
常
に
不
安
が
あ
り
、
お
ま
け
に
ア
メ
リ

カ
製
の
タ
ー
ビ
ン
と
な
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
。
し
か

し
そ
の
不
安
は
着
任
数
日
に
し
て
一
掃
さ
れ
た
。
商
船
で

は
士
官
と
い
え
ど
も
自
分
か
ら
手
を
汚
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
帝
国
海
軍
で
は
筋
金
入
り
の
下
士
官
が
す
べ
て

や
っ
て
く
れ
る
の
で
手
を
こ
ま
ね
い
て
も
結
構
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
「
鹿
島
」「
清
河
」
の
両
船
に
は
、
朝
鮮
の
済
州
島

向
け
の
水
上
特
攻
兵
器
「
震
洋
艇
」
が
約
百
隻
搭
載
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
護
衛
に
あ
た
り
、
無
事
す
べ
て
を
降
ろ
し

護
衛
の
任
務
を
ま
っ
と
う
し
た
。「
震
洋
艇
」
と
は
、
俗
称

「
青
が
え
る
」
と
称
し
、
船
体
は
ベ
ニ
ヤ
板
で
緑
色
に
塗

装
さ
れ
た
全
長
約
五
メ
ー
ト
ル
、
先
端
に
爆
薬
を
詰
め
、

水
上
速
力
四
十
ノ
ッ
ト
で
、
停
泊
中
の
敵
艦
船
の
横
腹
に

体
当
た
り
す
る
と
い
う
海
上
特
攻
兵
器
で
あ
っ
た
。
敵
も

こ
れ
を
知
っ
て
、
船
の
周
囲
に
材
木
を
浮
か
せ
て
防
い
だ

た
め
、
ほ
と
ん
ど
戦
果
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

済
州
島
で
船
か
ら
海
面
に
降
ろ
す
の
を
見
て
い
た
ら
、

「
震
洋
艇
」
同
士
が
接
触
し
て
ベ
ニ
ヤ
板
が
、
剥
が
れ
る
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と
い
う
お
粗
末
な
艇
で
あ
っ
た
。 

 
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
の
進
展
に
よ
り
海
軍
の
第
一
線
部

隊
か
ら
魚
雷
艇
を
一
隻
で
も
多
く
、
一
時
間
で
も
早
く
と

い
う
要
望
が
中
央
に
殺
到
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
に
爆
薬
を
積
ん
で
敵
に
体
当
た
り
を
敢
行
し
よ

う
と
い
う
考
え
で
実
現
し
た
の
が
こ
の
震
洋
艇
で
あ
る
。

船
体
は
ベ
ニ
ヤ
、
船
首
に
二
百
五
十
キ
ロ
爆
薬
を
装
備
、

後
部
に
一
三
ミ
リ
機
銃
一
基
を
備
え
、
ト
ヨ
タ
の
自
動
車

八
十
馬
力
の
中
古
エ
ン
ジ
ン
を
積
み
、
速
力
四
十
ノ
ッ
ト

で
、
敵
の
揚
陸
部
隊
が
上
陸
点
に
進
入
し
た
時
、
夜
陰
に

乗
じ
集
団
で
艦
船
に
奇
襲
、
体
当
た
り
攻
撃
に
よ
り
撃
破

す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
十
九
年
中
ご
ろ
か
ら
建
造
開
始
、
終
戦
時
ま
で
に

約
六
千
二
百
隻
か
建
造
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
台
湾
・
小

笠
原
・
沖
縄
な
ど
に
配
備
さ
れ
た
。
搭
乗
員
は
航
空
機
乗

り
と
し
て
教
育
を
受
け
た
飛
行
予
科
練
習
生
の
中
か
ら
志

願
者
を
募
り
配
属
し
た
。 

 

済
州
島
に
一
人
で
上
陸
散
策
し
て
い
る
と
、
現
地
の
若

い
女
性
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
帰
艇
後
得
意
に
な
っ
て
モ

テ
た
話
を
士
官
室
で
話
し
た
ら
、「
そ
れ
は
ス
パ
イ
だ
」
と
、

こ
っ
ぴ
ど
く
水
谷
艇
長
に
大
目
玉
を
食
ら
っ
た
。 

 

四
月
八
日
、
済
州
島
を
出
港
、
当
初
は
第
二
南
遣
艦
隊

に
所
属
し
て
い
た
の
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
ジ
ャ
ワ
に
行

く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
急
遽
上
海
に
変
更
さ
れ
、
上
海
沖

の
四
礁
山
列
島
に
十
二
日
到
着
、
こ
こ
に
仮
泊
、
投
錨
し

た
。
大
小
無
数
の
島
々
か
ら
な
る
こ
の
列
島
は
、
揚
子
江

の
影
響
を
受
け
て
海
面
は
一
面
濁
流
で
あ
っ
た
。
約
十
日

間
の
停
泊
中
、
船
団
会
議
、
艦
船
集
結
、
そ
し
て
四
月
二

十
六
日
「
シ
モ
〇
三
船
団
」
を
編
成
し
て
内
地
に
向
け
錨

を
揚
げ
た
。 

 

船
団
は
「
鹿
島
丸
」「
満
州
丸
」
「
阿
武
隈
川
丸
」「
新
屯

丸
」
「
泰
久
丸
」
「
南
隆
丸
」
の
輸
送
船
六
隻
を
、「
朝
顔
」

「
一
〇
二
哨
」「
海
二
六
」「
宇
久
」
「
駆
潜
二
〇
」「
掃
二

九
」
「
崎
戸
」
「
屋
代
」
「
海
四
一
」
の
護
衛
艦
九
隻
が
護
衛

船
団
を
組
み
、
計
十
五
隻
の
大
船
団
と
な
っ
て
一
路
北
上
、

白
昼
堂
々
と
東
支
那
海
を
北
上
す
る
様
は
「
あ
あ
堂
々
の
、

輸
送
船
…
…
」
の
歌
そ
の
も
の
の
威
容
で
あ
っ
た
。 

 

翌
二
十
七
日
、
船
団
の
先
頭
を
走
っ
て
い
た
駆
逐
艦
「
朝
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顔
」
か
ら
船
団
前
方
、
三
キ
ロ
に
「
浮
上
潜
水
艦
、
発
見
」

の
報
告
を
受
け
た
。
直
ち
に
「
爆
雷
戦
用
意
、
総
員
配
置

に
付
け
、
最
大
戦
速
一
杯
…
…
」
こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
は
二

度
と
な
い
。
一
度
、
爆
雷
投
下
の
瞬
間
を
見
て
や
ろ
う
と

上
甲
板
に
上
が
っ
た
。
三
十
ノ
ッ
ト
近
い
速
力
と
な
る
と
、

ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
ら
な
い
と
歩
け
な
い
。
ロ
ー
プ
に
つ
か

ま
り
な
が
ら
船
尾
に
行
っ
た
。 

 

吉
見
機
雷
長
の
「
発
射
ッ
」
の
号
令
で
機
雷
が
、
左
右

の
発
射
機
よ
り
発
射
さ
れ
た
。
深
度
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
爆

発
の
瞬
間
船
体
が
ド
ド
ド
ッ
…
…
と
上
下
動
す
る
。
な
る

ほ
ど
速
力
が
遅
け
れ
ば
自
分
の
船
も
や
ら
れ
る
わ
い
と
思

っ
た
。 

 

商
船
は
、
テ
レ
グ
ラ
フ
が
、
微
速
・
半
速
・
全
速
の
三

段
階
で
あ
る
が
、
軍
艦
の
場
合
は
、
そ
れ
に
第
一
戦
速
・

第
二
戦
速
・
第
三
戦
速
・
一
杯
が
あ
る
。
一
杯
は
船
が
や

ら
れ
る
か
、
エ
ン
ジ
ン
が
壊
れ
る
か
の
最
大
限
の
ス
ピ
ー

ド
で
あ
る
。 

 

し
ば
ら
く
そ
の
付
近
を
旋
回
、
戦
果
を
確
認
し
た
ら
「
や

っ
た
、
や
っ
た
、
重
油
が
浮
か
ん
で
来
た
ぞ
…
…
」
と
艦

橋
の
方
か
ら
声
が
し
た
が
、
本
当
に
敵
潜
に
被
害
を
与
え

た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
っ
た
。 

 

次
い
で
翌
二
十
八
日
、
〇
〇
一
三
の
真
夜
中
、
「
空
襲
警

報
発
令
」
の
艦
内
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
急
遽
飛
び
起
き
機
関

室
に
飛
び
こ
む
や
い
な
や
「
マ
ー
チ
ン
Ｐ
Ｂ
Ｍ
」
二
機
に

よ
る
爆
弾
投
下
及
び
機
銃
掃
射
を
受
け
た
。
我
が
方
も
直

ち
に
三
連
装
二
五
ミ
リ
機
銃
で
応
戦
、
熾
烈
な
対
空
戦
闘

が
始
ま
っ
た
。 

 

敵
の
機
銃
に
よ
り
舵
取
機
の
舵
索
が
切
断
さ
れ
、
一
時

操
舵
不
能
と
な
り
、
人
力
操
舵
に
切
り
替
え
、
沈
没
は
ま

ぬ
が
れ
た
も
の
の
、
機
銃
員
の
被
害
甚
大
で
、
戦
死
十
、

重
傷
十
、
軽
傷
二
十
、
計
四
十
人
の
死
傷
者
を
出
し
た
。 

 

狭
い
士
官
室
は
血
の
海
と
な
り
、
右
に
左
に
流
れ
る
血

の
海
に
浸
り
な
が
ら
の
堀
軍
医
長
の
活
躍
に
は
頭
の
下
が

る
思
い
が
し
た
。
幸
運
に
も
、
機
関
室
に
は
一
発
の
機
銃

弾
が
飛
び
込
ん
だ
が
、
機
関
室
内
を
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と
八

つ
当
た
り
し
た
程
度
で
ケ
ガ
人
は
無
か
っ
た
。 

 

夜
明
け
と
と
も
に
、
戦
死
者
を
軍
艦
旗
に
く
る
み
、
後

部
甲
板
に
全
員
整
列
、
「
海
行
か
ば
…
…
」
の
ラ
ッ
パ
吹
奏
、
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挙
手
の
礼
と
と
も
に
、
船
尾
よ
り
遺
体
を
落
下
さ
せ
水
葬

に
付
し
た
。
こ
の
戦
闘
で
機
銃
員
が
ほ
と
ん
ど
全
滅
し
た

た
め
、
機
関
科
も
機
銃
を
練
習
せ
よ
と
の
命
令
で
、
私
も

初
め
て
機
銃
の
銃
座
に
座
り
、
旋
回
・
仰
角
な
ど
の
操
作

を
体
験
し
た
が
、
内
地
に
帰
る
ま
で
は
実
戦
の
機
会
が
な

か
っ
た
。 

 

こ
の
戦
で
、
「
一
〇
二
哨
」
が
発
射
し
た
弾
は
、
二
五
ミ

リ
機
銃
が
八
百
七
十
七
発
、
一
二
ミ
リ
が
四
十
発
、
ま
た

爆
雷
は
全
護
衛
艦
で
五
十
二
発
だ
そ
う
で
あ
る
。
全
船
団

の
被
害
者
は
戦
死
十
七
、
重
傷
十
三
、
軽
傷
二
十
九
、
計

五
十
九
人
、
一
〇
二
哨
が
一
番
多
か
っ
た
。
七
ノ
ッ
ト
と

い
う
、
遅
い
船
団
が
、
一
隻
も
撃
沈
さ
れ
る
こ
と
な
く
無

事
、
山
口
県
油
谷
湾
に
帰
港
で
き
た
の
は
奇
跡
と
い
う
し

か
な
い
。
お
そ
ら
く
敵
は
、
世
界
最
大
の
戦
艦
「
大
和
」

ほ
か
日
本
残
存
連
合
艦
隊
を
、
鹿
児
島
南
方
洋
上
に
て
全

滅
さ
せ
、
そ
の
戦
果
に
浮
か
れ
「
ザ
コ
船
団
」
な
ど
目
で

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

五
月
二
日
、
懐
か
し
い
呉
に
一
カ
月
半
ぶ
り
に
入
港
し

た
。
そ
の
時
は
、
我
が
家
に
帰
っ
た
よ
う
な
心
境
で
、
や

れ
や
れ
、
こ
れ
で
少
し
は
休
養
で
き
る
わ
い
と
思
っ
た
の

も
束
の
間
、
直
ち
に
舞
鶴
に
転
勤
命
令
が
来
て
い
た
。
当

時
、
海
軍
は
髪
を
伸
ば
し
て
も
文
句
を
云
わ
れ
な
か
っ
た
。

艇
長
が
理
解
あ
っ
た
の
で
士
官
全
員
が
伸
ば
し
て
い
た
の

で
、
私
も
着
任
早
々
の
ば
し
始
め
、
そ
ろ
そ
ろ
分
け
よ
う

か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
転
勤
命
令
が
来
て
残
念
な
が
ら
坊

主
頭
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

五
月
二
十
日
、
数
々
の
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
た
「
一

〇
二
号
哨
戒
艇
」
に
別
れ
を
告
げ
て
、
呉
か
ら
舞
鶴
で
偽

装
中
の
駆
逐
艦
「
初
梅
」
に
着
任
す
る
。
同
艦
は
海
軍
が

緒
戦
以
来
の
数
々
の
教
訓
か
ら
、
ボ
イ
ラ
ー
を
す
べ
て
独

立
さ
せ
、
一
缶
室
に
被
弾
し
て
も
他
の
三
缶
で
航
行
で
き

る
よ
う
設
計
さ
れ
た
「
Ｔ
型
駆
逐
艦
」
で
あ
っ
た
。 

 

着
任
し
て
、
行
季
を
開
き
や
れ
や
れ
と
思
っ
た
ら
、
一

週
間
足
ら
ず
で
、
今
度
は
横
須
賀
に
停
泊
中
の
駆
逐
艦

「
潮
」
に
転
勤
せ
よ
と
来
た
。
海
軍
人
事
部
は
、
人
間
を

な
ん
と
心
得
て
い
る
。
今
な
ら
荷
物
も
簡
単
に
宅
配
便
で

送
れ
る
が
、
当
時
は
、
い
ち
い
ち
所
帯
道
具
を
「
柳
行
季
」

に
詰
め
て
、
将
校
と
い
え
ど
も
自
分
で
担
が
ね
ば
な
ら
な

301 

か
っ
た
。 

 

「
初
梅
」
は
、
昭
和
二
十
年
六
月
十
八
日
、
終
戦
の
わ

ず
か
二
カ
月
前
に
竣
工
し
た
日
本
最
後
の
駆
逐
艦
で
、
こ

の
竣
工
を
も
っ
て
帝
国
海
軍
の
駆
逐
艦
は
そ
の
歴
史
に
終

止
符
を
う
っ
た
。 

 

五
月
二
十
五
日
、
横
須
賀
接
岸
中
の
駆
逐
艦
「
潮
」
に

着
任
。
こ
の
艦
は
帝
国
海
軍
で
も
特
型
駆
逐
艦
と
し
て
比

較
的
プ
ラ
イ
ド
も
高
く
、
乗
組
員
も
商
船
学
校
出
は
ほ
と

ん
ど
お
ら
ず
、
兵
学
校
、
機
関
学
校
出
の
職
業
軍
人
で
占

め
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
前
の
艦
の
よ
う
な
親
し
み
は
全

然
な
か
っ
た
。
た
だ
思
い
出
と
い
え
ば
、
兵
学
校
出
身
の

私
よ
り
一
つ
年
下
の
若
い
中
尉
に
、
ガ
ン
ル
ー
ム
（
少
尉
・

中
尉
の
食
堂
）
に
入
る
と
き
道
を
譲
ら
な
か
っ
た
と
因
縁

を
つ
け
ら
れ
、
一
発
ぶ
ん
な
ぐ
ら
れ
た
。
任
官
し
て
殴
ら

れ
た
の
は
二
回
目
で
あ
る
。 

 

五
月
二
十
九
日
、
横
浜
大
空
襲
の
際
は
、
隣
に
停
泊
し

て
い
た
戦
艦
「
長
門
」
と
と
も
に
主
砲
・
機
銃
を
一
斉
に

横
浜
方
向
に
向
け
た
ぐ
ら
い
の
記
憶
し
か
な
い
。 

 

そ
の
後
ま
た
ま
た
転
任
、
横
須
賀
か
ら
横
浜
ま
で
の
転

勤
手
当
て
十
一
円
を
貰
っ
て
「
第
一
雲
洋
丸
」
で
横
浜
港

に
着
任
し
た
。
海
軍
と
い
う
と
こ
ろ
は
ず
い
ぶ
ん
転
勤
手

当
て
を
奮
発
す
る
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
「
第
一
雲
洋
丸
」
は

七
月
十
四
日
、
室
蘭
に
て
空
爆
を
受
け
沈
没
し
た
。 

 

商
船
学
校
の
同
期
生
は
全
員
、
最
低
半
年
の
浪
人
ク
ラ

ス
、
旧
制
高
校
や
海
兵
な
ど
滑
っ
た
連
中
で
、
中
に
は
高

等
工
業
の
中
退
や
、
物
理
学
校
か
ら
入
学
す
る
者
な
ど
多

士
済
々
で
あ
っ
た
。
中
学
時
代
に
憧
れ
た
七
つ
の
海
に
雄

飛
す
る
華
や
か
な
商
船
士
官
の
夢
は
、
大
東
亜
戦
争
の
勃

発
に
よ
っ
て
う
ち
砕
か
れ
、
そ
し
て
海
軍
に
召
集
、
海
兵

出
の
若
い
士
官
に
予
備
士
官
と
馬
鹿
に
さ
れ
、し

ゃ
く

癪

に
さ
わ

っ
た
が
、
戦
争
が
な
か
っ
た
ら
軍
艦
に
乗
っ
て
爆
雷
を
投

下
し
た
り
、
あ
る
い
は
空
爆
を
受
け
て
船
が
沈
没
す
る
な

ど
、
普
通
の
人
で
は
経
験
出
来
な
い
海
軍
生
活
の
思
い
出

は
残
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

昭
和
二
十
年
五
月
、
約
一
カ
月
間
、
駆
逐
艦
「
潮
」
に

乗
船
、
「
長
門
」
の
隣
に
停
泊
し
て
い
た
。
か
つ
て
の
連
合

艦
隊
旗
艦
「
長
門
」
は
小
海
岸
壁
で
「
米
国
第
三
艦
隊
」

の
空
爆
を
受
け
艦
は
一
部
浸
水
し
た
が
致
命
傷
と
な
ら
な
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か
っ
た
の
で
沖
出
し
し
て
終
戦
を
迎
え
た
。 

 
米
国
第
三
艦
隊
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
初
め
よ
り
東

北
・
北
海
道
を
空
爆
・
艦
砲
射
撃
を
し
た
後
、
南
下
し
、

七
月
十
八
日
横
須
賀
の
海
軍
工
廠
ほ
か
を
空
爆
し
た
。
私

は
「
第
一
雲
洋
丸
」
に
乗
船
、
室
蘭
停
泊
中
の
七
月
十
四

日
、
戦
艦
ミ
ズ
リ
ー
を
旗
艦
と
す
る
こ
の
三
十
八
部
隊
の

空
母
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
他
か
ら
飛
び
立
っ
た
グ
ラ
マ
ン
四
十

機
の
波
状
攻
撃
を
受
け
、
船
は
沈
没
、
九
死
に
一
生
を
得

て
助
か
っ
た
。 

 

八
月
十
五
日
の
終
戦
の
ご
詔
書
を
室
蘭
高
等
女
学
校
で

聞
い
た
後
、
函
館
か
ら
青
森
、
そ
し
て
横
須
賀
鎮
守
府
に

出
頭
し
て
召
集
解
除
と
な
っ
た
。
そ
し
て
当
時
は
交
通
事

情
が
悪
か
っ
た
の
で
座
間
の
実
家
ま
で
徒
歩
で
帰
っ
た
。

半
長
靴
を
は
い
て
短
剣
を
風
呂
敷
に
く
る
み
哀
れ
な
復
員

将
校
は
ト
ボ
ト
ボ
と
家
に
帰
る
。
そ
の
時
、
こ
の
大
艦
隊

を
目
の
当
り
に
見
た
の
で
あ
る
。
夜
と
も
な
れ
ば
相
模
湾

一
帯
が
一
大
不
夜
城
と
な
り
、
ジ
ャ
ズ
音
楽
が
嫌
で
も
耳

に
入
り
、
敗
軍
の
将
は
、
こ
の
連
日
連
夜
の
光
景
に
切
歯

扼
腕
、
口
惜
し
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

【
解 

 

説
】 

 

体
験
記
執
筆
者
は
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
、
東
京
高
等

商
船
学
校
機
関
科
を
卒
業
、
直
ち
に
海
軍
に
充
員
召
集
さ

れ
、
翌
二
十
年
一
月
六
日
付
で
少
尉
に
任
官
し
、
横
須
賀

海
軍
工
機
学
校
に
て
約
一
カ
月
間
、
海
軍
士
官
と
し
て
の

教
育
を
受
け
た
。 

 

僅
か
八
カ
月
の
海
軍
召
集
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
、
乗

船
し
た
艦
船
は
、「
第
一
〇
二
号
哨
戒
艇
」
、
駆
逐
艦
「
初

梅
」
、
駆
逐
艦
「
潮
」
そ
し
て
最
後
は
「
第
一
雲
洋
丸
」
で

あ
っ
た
。 

 

「
第
一
〇
二
号
哨
戒
艇
」
は
、
体
験
記
の
中
に
詳
述
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
の
末
期
、
ア
メ
リ
カ
海

軍
が
急
造
し
た
四
本
煙
突
の
駆
逐
艦
二
百
五
十
隻
の
中
の

主
席
艦
で
、
太
平
洋
戦
争
の
緒
戦
の
ス
ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
後
、

ス
ラ
バ
ヤ
の
ド
ッ
ク
で
修
理
中
の
ア
メ
リ
カ
駆
逐
艦
「
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
」
を
捕
獲
、
日
本
名
を
「
第
一
〇
二
号
哨
戒

艇
」
と
命
名
し
、
第
二
南
遣
艦
隊
に
所
属
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
日
本
海
軍
籍
で
あ
っ
た
二
年
間
に
、
有
名
艦
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二
隻
を
含
む
八
隻
の
米
潜
水
艦
を
撃
沈
、
グ
ラ
マ
ン
一
機

を
撃
墜
す
る
と
い
う
輝
か
し
い
戦
果
を
あ
げ
た
。 

 

執
筆
者
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
日
、
駆
逐
艦
「
初

梅
」
に
着
任
す
る
。
「
Ｔ
型
駆
逐
艦
（
松
改
型
）
」
日
本
海

軍
の
駆
逐
艦
と
し
て
は
最
後
の
竣
工
の
艦
で
あ
っ
た
。
ま

た
竣
工
が
終
戦
二
カ
月
前
の
竣
工
で
あ
る
た
め
、
特
筆
す

べ
き
戦
歴
も
な
い
が
、
六
月
二
十
八
日
に
は
、
舞
鶴
付
近

で
敵
機
の
攻
撃
を
受
け
て
損
傷
、
七
月
三
十
日
に
は
小
浜

付
近
で
擱
座
し
た
「
槙
」
を
を
救
難
中
に
、
自
ら
も
敵
機

の
攻
撃
を
受
け
損
傷
し
て
い
る
。 

 

執
筆
者
は
、
五
月
二
十
五
日
、
今
度
は
横
須
賀
接
岸
中

の
駆
逐
艦
「
潮
」
に
着
任
し
た
。
「
潮
」
二
代
目
の
特
型
駆

逐
艦
中
期
型
の
最
後
の
艦
で
、
昭
和
六
年
十
一
月
浦
賀
で

竣
工
し
た
。 

 

特
型
駆
逐
艦
は
二
十
四
隻
あ
っ
て
終
戦
時
に
残
っ
て
い

た
二
隻
の
う
ち
の
一
隻
で
あ
る
。
戦
歴
も
古
く
中
国
戦
線
、

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
、
珊
瑚
海
海
戦
、
ア
ッ
ツ
島
攻
略
戦

な
ど
に
も
参
加
し
て
い
る
。 

 

昭
和
十
八
年
四
月
か
ら
は
第
七
駆
逐
隊
、
昭
和
十
九
年

一
月
に
は
北
東
方
面
艦
隊
第
一
水
雷
戦
隊
に
編
入
さ
れ
、

内
地
、
内
南
洋
方
面
の
護
衛
任
務
に
着
き
、
タ
ラ
ワ
島
で

物
資
揚
陸
中
に
爆
撃
に
よ
り
損
傷
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
終
戦
後
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
戦
歴
で
生
残
り
、

終
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
に
解
体
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り

一
応
名
を
轟
か
せ
た
特
型
駆
逐
艦
は
永
遠
に
消
え
た
こ
と

と
な
る
。 

 

体
験
記
執
筆
者
は
、
こ
の
「
潮
」
の
乗
り
組
む
光
栄
に

浴
し
た
が
、
最
後
は
横
浜
港
で
「
第
一
雲
洋
丸
」
に
着
任

し
た
。
こ
の
「
第
一
雲
洋
丸
」
は
七
月
十
四
日
、
室
蘭
に

て
空
爆
を
受
け
沈
没
し
た
。 


